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埼玉大学紀要教育学部(教育科学)， 54 (1) : 339~348 (2005) 

高校時代・大学受験期間の運動習慣が

大学入学後の運動習慣に及ぼす影響

秀之**哲史*・戸部森田

キーワード:身体活動、運動習慣、大学受験期問、大学生

を与えるのかを調査した。そして、大学生の運

動習慣に影響を与える要因を明らかにすること

を目的としている。

調査は、 2004 年 1 月 ~2 月にかけて埼玉大学

に在学している学生を対象に無記名自己記入式

アンケートを行った。解析の対象とした有効回

答数は男子 502名、女子 333名の合計 835名で

調査対象と方法11 

あった。

調査内容は、「高校時代の運動習慣」、「大学受

験期間の運動習慣j、「大学入学後の運動習慣Jと
それぞれの期間の 11週間あたりの運動実施回

数」、 11回当たりの運動実施時間〔分JJとした。

なお、今回の調査では定期的な運動・スポーツ

の定義を「学校の授業以外での運動・スポーツ

37あり、学校での部活動、地域スポーツクラブ

むどでの活動、個人で行っているジョギングな

どが含まれる。」とした。またここでいう「高校

時代j とは、高校入学から部活動の引退などが

ある高校3年生の夏ごろまでの期間を指す。「大

学受験期間j とは、部活動引退後や浪人期間な

ど受験勉強が本格的に始まってから受験が終了

するまでの期聞を指しているo

解析には、SPSS11.5を用いて記述統計、ど検

定、 t検定、反復測定の分散分析を適用した。

近年、社会の様々な分野においての科学技術

の高度化、情報化、都市化等の著しい進展が、身

体の不活動を引き起こしている。そして、身体

の不活動はさまざまな健康問題や体力低下を引

き起こす可能性を秘めている。よって、健康問

題の予防にとどまらず、豊かな人生を送るうえ

で身体活動を増加し維持することは重要であ

る。しかし、現状では年齢が進むにつれて、身

体活動に従事する割合が低下しているという報

告2-6)がある。特に、大学生においては 21%の

者しか部活動やサークルに参加していないとい

う報告1)もある。社会に出る一段階前の大学生

期の身体活動は、生涯を通しての身体活動の基

礎となる重要なものである。このような低下を

食い止めるためには、それぞれの年代における

運動習慣に影響を与える要因を明らかにするこ

とが必要である。そしてそれは、身体活動増進

のための行動変容に生かすことができる。

そこで本研究では、現在の運動習慣に影響を

与える要因の一つに、過去の運動習慣があるの

ではないかと仮説をたて、高校時代や大学受験

期間の運動習慣が大学入学後の運動習慣に影響
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運動・スポーツを行っていた。」と答えた者を「受

験期間実施群j、「定期的な運動・スポーツを行っ

ていなかった。」と答えた者を「受験期間非実施

群Jとした。 2つの群のそれぞれの人数、割合は

表2に示されている。

また、大学受験期間の運動習慣と性別との関

連をみるため、ど検定を適用した。その結果、

X2=13.5，ρ<0.001となり、女性に比べ男性の

運動実施者が多いという有意な関連があること

が示された。この結果は、女性に比べ男性の方

が大学受験期間に身体活動に従事する傾向があ

ることを示している。

大学入学から現在までに学校の授業以外で、

「定期的な運動・スポーツを行っている。Jと答

えた者を「運動継続群」、「定期的な運動・スポー

ツを行っていない。」と答えた者を「運動不参加

群」、「定期的な運動・スポーツを行っていたが、

やめてしまった。jと答えた者を「運動停止群」

とした。 3つの群のそれぞれの人数、割合は表3

に示されている。

また、大学入学後の運動習慣と性別との関連

をみるため、ど検定を適用した。その結果、ど=

9.9，ρ<0.01となり、女性に比べ男性の運動継続

群、運動停止群が多く、運動不参加群が少ない

結果

1. 対象集団の特徴

性別の割合は、男性 60.1%、女性 39.9%で

あった。平均年齢、標準偏差は 19.3:t0.9歳で

あった。学年別の割合は、 1学年 96.3%、2学年

1.3%、 3学年1.6%、4学年 0.8%であった。

111 

各期間(高校時代、大学受験期間、大学入掌了

後)の運動習慣、運動実施時間

高校時代に学校の授業以外で、「定期的な運

動・スポーツを行っていた。jと答えた者を「高

校時代実施群j、「定期的な運動・スポーツを行っ

ていなかった。」と答えた者を「高校時代非実施

群Jとした。 2つの群のそれぞれの人数、割合は

表 1に示されている。

また、高校時代の運動習慣と性別との関連を

みるため、ど検定を適用した。その結果、ど=

76.7，ρ<0.001となり、女性に比べ男性の運動実

施者が多いという有意な関連があることが示さ

れた。この結果は、女性に比べ男性の方が、高

校時代に身体活動に従事している傾向があると

いうことを示している。

大学受験期間に学校の授業以外で、「定期的な

2. 

表 1 性別と高校時代の運動習慣のクロス集計表
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高校時代非実施群

178(35.5%) 

221 (66.4%) 

399 (47.8%) 

高校時代実施群

324(64.5%) 

112 (33.6%) 

436(52.2%) 

男性

女性

合計

表2 性別と大学受験期間の運動習慣のクロス集計表

合計

502 (100%) 

333 (100%) 

835 (100%) 

χ2=13.5， p<O.OO1 

受験期間非実施群

429(85.5%) 

312 (93.7%) 

741(88.7%) 

受験期間実施群

73 (14.5%) 

21(6.3%) 

94(11.3%) 

男性

女性

合計
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性別と大学入学後の運動習慣のクロス集計表表3

合計

502(100%) 

333(100%) 

835(100%) 

χ2=9.9， p<O.Ol 
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運動不参加群

242 (48.2%) 

194(58.3%) 

436(52.2%) 

運動継続群

221 (44.0%) 

125 (37.5%) 

346(41.4%) 

男性

女性

合計

高校時代実施群、受験期間実施群、運動継続群、運動停止群の運動量

1週間あたりの運動実施回数

M(S.D.) 

1週間あたりの運動実施時間

M(S.D.) 

l回当たりの運動実施時間

M(S.D.) 

表4

818.7 (480.3) -， 
I p<0.05 

680.1 (407.4) ---.J (t.test) 137.1(53.9) 4.8(1.7) 女性

784.3(466目6)

191.7(154.1)-， 
I N.S. 

258.9 (305.1) ---.J (t-test) 96.7 (51.1) 2.5 (1.9) 女性

高
校
時
代
実
施
群
-
受
験
期
間
実
施
群

152.6(58目0)5.1 (1.8) 男性

148.7(57.3) 

87.1 (50目0)

206目6(197.4) 

333.4 (251.4)-， 
I N.S 

325.8 (288.8) ---.J (t-test) 133目1(67.5) 2.4 (1.5) 女性

330目7(264.8) 

運
動
停
止
群

127.5(50.1) 2.5 (1.6) 女性

5.0(1.8) 

2.7(1.9) 

全体

男性

89.2 (50.1) 

129.1 (53.1) 

2.7(1.9) 

2.6(1.7) 

全体

男性
運
動
継
続
群

130.5 (58.5) 

136.5 (73.0) 

2.5 (1.6) 

2.2 (1.5) 

全体

男性

290.4 (235.8) 133.9 (66，5) 2.3 (1.5) 全体

高校時代実施群の性別による 1週間あたりの

運動実施時間の平均値の差の検定するため、独

主したサンプルの t検定を適用した。その結果、

勺 (397)=2ムρ<0.05となり、性別の聞に有意

な差がみられた。つまり、女性に比べ男性の方

が高校時代により多く運動をしていたというこ

とが示された。この結果は、女性に比べ男性の

方が、高校時代に積極的に身体活動に従事して

いる傾向があるということを示している。

受験期間実施群の性別による 1週間あたりの

運動実施時間の平均値の差の検定するため、独

立したサンプルの t検定を適用した。その結果、

という有意な関連があることが示された。この

結果は、女性に比べ男性の方が大学入学後に身

体活動に従事する傾向があることを示してい

る。

表 4には、高校時代実施群、受験期間実施群、

運動継続群、運動停止群が行っていた、もしく

は行っている運動・スポーツの 11週間あたりの

運動実施回数Jの平均値、標準偏差、 11回あた

りの運動実施時間〔分)Jの平均値、標準偏差が

示されている。また、この 2つの変数を掛け合

わせた 11週間あたりの運動実施時間〔分)Jの

平均値、標準偏差も示されている。
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高校時代

全期間実施群における各期間の1週間あた
りの運動実施時間の平均値の差(反復測定
の分散分析*: p<O.05， **: p<O.Ol， 
** : p<O.OOl) 

*** ** 「一一一一寸「一一一I

受験期間大学入学後
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ρ<0.001、大学受験期間と大学入学後でρ<

0.01となり有意な差がみられた(図1)。すなわ

ち、大学受験期間になると 1週間あたりの運動

実施時間が高校時代に比べ大きく低下する。そ

の後、大学入学後になっても高校時代までは戻

らないということを示している。
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高校時代・大学受験期間の運動習慣と大学

入学後の運動習慣との関係

高校時代の運動習慣と大学受験期間の運動習

慣との関連をみるため、 x2検定を適用した。そ

の結果、が=52.1，ρ<0.001となり関係がある

ことが示された(表 5)。男女別にみても、男性

でど=20.0，ρ<0.001、女性でど=27.2，ρ<

0.001となり関連があることが示された。すなわ

ち、高校時代に運動を実施していた者のほうが、

実施していなかった者に比べ大学受験期間にも

運動を実施する可能性が高いことが示された。

高校時代に運動習慣があった者のうち 18.8%

が大学受験期間にも運動を行っていたが、高校

時代に運動習慣がなかった者で大学受験期間に

運動を行っていた者は 3%のみであった。

4. 

t (19.5) =0.9となり、性別の聞に有意な差はみ

られなかった。つまり、受験期間実施群の男女

の聞には、 1週間あたりの運動実施時間の差は

なかったということが示された。

運動継続群と運動停止群による 1週間あたり

の運動実施時間の平均値の差の検定するため、

独立したサンプルの t検定を適用した。その結

果、 t(360)=0.8となり、運動継続群と運動停止

群の聞に有意な差はみられなかった。つまり、大P

学入学から運動を継続している者と途中で運動

を止めてしまった者との聞には、 1週間あたり

の運動実施時間の差はなかったということが示

された。

運動継続群の性別による 1週間あたりの運動

実施時間の平均値の差の検定するため、独立し

たサンプルの t検定を適用した。その結果、 t

(332) =0.3となり、性別の聞に有意な差はみら

れなかった。つまり、運動継続群の男女の聞に

は、 1週間あたりの運動実施時間の差はなかっ

たということが示された。

運動停止群の性別による 1週間あたりの運動

実施時間の平均値の差の検定するため、独立し

たサンプルの t検定を適用した。その結果、 t

(26)=0.1となり、性別の聞に有意な差はみられ

なかった。つまり、運動停止群の男女の聞には、

1週間あたりの運動実施時間の差はなかったと

いうことが示された。

各期間における 1週間あたりの運動実施時

聞の平均値の差の検定

高校実施群、受験期間実施群、運動継続群と

どの期聞においても運動を実施している者を、

望ましい運動習慣のある群であると捉え、「全期

間実施群j とした。そして、全期間実施群にお

いて各期間の 1週間あたりの運動実施時間に変

化があるのかをみるため反復測定の分散分析を

適用した。その結果、 F (1.7， 73.8) =36.1，ρ< 

0.001となり、各期間の聞に有意な差がみられ

た。多重比較によると高校時代と大学受験期間

の聞でρ<0.001、高校時代と大学入学後の間で

3. 
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高校時代の運動習慣と大学受験期間の運動習慣のクロス集計表

合計

436 (100%) 

399 (100%) 

835 (100%) 

χ2=52.1， p<O.OOl 
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受受験期間実施群

82 (18.8%) 

12 (3.0%) 

94(11.3%) 

表5
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合計

324(100%) 

178 (100%) 

502 (100%) 

χ2=20.寸τT0001

受験期間非実施群

260(80.2%) 

169(94.9%) 

429(85.5%) 

受験期間実施群

64(19.8%) 

9(5.1%) 

73(14.5%) 

男性

高校時代実施群

高校時代非実施群

合計

合計

112 (100%) 

221 (100%) 

333 (100%) 

χ2=27.2， p<O.OOl 

受験期間非実施群

94(83.9%) 

218(98.6%) 

312 (93.7%) 

受験期間実施群

18(16.1%) 

3 (1.4%) 

21 (6.3%) 

女性

高校時代実施群

高校時代非実施群

合計

高校時代の運動習慣と大学入学後の運動習慣のクロス集計表

.，6、雪ム
ロロ 1

436 (100%) 

399 (100%) 

835(100%) 

χ2=120.5， p<O.OOl 

運動停止群

34(7.8%) 

19 (4.8%) 

53 (6.3%) 
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表6

全体

両校時代実施群

高校時代非実施群

合計

合計

324(100%) 

178(100%) 

502 (100%) 

χ2=81. 7， p < 0.001 
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9(5.1%) 
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運動継続群

186(57.4%) 

35(19.7%) 

221(44.0%) 

男性

高校時代実施群

高校時代非実施群

合計

合計

112 (100%) 

221(100%) 

333 (100%) 

χ2=36.1， p<O.OOl 

運動停止群

4(3.6%) 

10(4.5%) 
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女性

高校時代実施群

高校時代非実施群

合計

x2二 81.7，ρ<0.001、女性でどこ36.1，ρ<0.001

となり関連があることが示された。すなわち、高

校時代に運動を実施していた者のほうが、実施

していなかった者に比べ大学入学後にも運動を
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高校時代の運動習慣と大学入学後の運動習慣

との関連をみるため、 x2検定を適用した。その

結果、ど=120.5，ρ<0.001となり関係があるこ

とが示された(表 6)。男女別にみても、男性で



大学時代の運動習慣と大学入学後の運動習慣のクロス集計表

合計

94(100%) 

741 (100%) 

835 (100%) 

χ2=27.6， p<O.OOl 

運動停止群

6(6.4%) 

47 (6.3%) 

53 (6.3%) 

運動不参加群

26(27.7%) 

410(55.3%) 

436 (52.2%) 

運動継続群

62 (66.0%) 

284(38.3%) 

346 (41.4%) 

表 7

全体

受験期間実施群

受験期間非実施群

合計

合計

73(100%) 

429 (100%) 

502 (100%) 

χ2=20.2， p<O.OOl 
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33 (7.7%) 

39 (7.8%) 
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運動継続群

49(67.1%) 

172(40.1%) 

221 (44.0%) 

男性

受験期間実施群

受験期間非実施群

合計

A 呈L
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21 (100%) 

312 (100%) 

333 (100%) 

χ2=6.1， p< 0.05 
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運動継続群

13 (61.9%) 

112 (35.9%) 

125(37.5%) 

女性

受験期間実施群

受験期間非実施群

合計

分けた。 1つ目の群は、高校時代にも大学受験期

間にも運動を実施していた者で「高校時代実

施・受験期間実施群」とした。 2つ目の群は、高

校時代には運動を実施していたが、大学受験期

聞には実施していなかった者で「高校時代実

施・受験期間非実施群」とした。 3つ日の群は、

高校時代にも大学受験期間にも運動を実施して

いなかった者で「高校時代非実施・受験期間非

実施群Jとした。 4つ自の群は、高校時代には運

動を実施していなかったが、大学受験期間に実

施していた者で「高校時代非実施・受験期間実

施群j とした。

これら高校生期の運動習慣と大学入学後の運

動習慣との関連をみるため、 x2検定を適用し

た。その結果、ど=128.2，ρ<0.001となり関連

があることが示された(表 8)。男女別にみても、

男性でど=90.7，ρ<0.001、女性でど=38.9，

ρ<0.001となり関連があることが示された。す

なわち、大学入学後に運動を実施する可能性が

一番高い群は、高校時代実施・受験期間実施群

であるということが示された。つまり、高校時

代および、大学受験期間に運動を行っていた者の

実施する可能性が高いことが示された。高校時

代に運動習慣があった者のうち 58%が大学入

学後にも運動を継続して行っていたが、高校時

代に運動習'慣がなかった者で大学入学後に運動

を行っていた者は 23.3%のみであった。

大学受験期間の運動習慣と大学入学後の運動

習慣との関連をみるため、ど検定を適用した。

その結果、が=27.6，ρ<0.001となり関連があ

ることが示された(表7)。男女別にみても、男

性でど=20.2，ρ<0.001、女性でどこ6.1，ρ<

0.05となり関連があることが示された。すなわ

ち、大学受験期間に運動を実施していた者のほ

うが、実施していなかった者に比べ大学入学後

にも運動を実施する可能性が高いことが示され

た。大学受験期聞に運動習慣があった者のうち

66%が大学入学後にも運動を継続して行って

いたが、大学受験期間に運動習慣がなかった者

で大学入学後に運動を行っていた者は 38.3%

のみであった。

高校時代、大学受験期間という高校生期の運

動習慣と大学入学後の運動習慣との関連をみる

ため、高校生期の運動習慣の有無で次の 4群に

J 
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表8 高校時代、大学受験期間の運動習慣と大学入学後の運動習慣のクロス集計表

全体 運動継続群

両校時代実施・受験期間実施群 58 (70.7%) 

高校時代実施・受験期間非実施群 195(55.1%) 

高校時代非実施・受験期間非実施群 89 (23.0%) 

高校時代非実施・受験期間実施群 4(33.3%) 

it 圭ロ二r 346(41.4%) 

男性 運動継続群

両校時代実施・受験期間実施群 47 (73.4%) 

高校時代実施・受験期間非実施群 139 (53.5%) 

高校時代非実施・受験期間非実施群 33(19.5%) 

高校時代非実施・受験期間実施群 2 (22.2%) 

iロL圭ロt 221(44.0%) 

女性 運動継続群

両校時代実施・受験期間実施群 11(61.1%) 

高校時代実施・受験期間非実施群 56 (59.6%) 

高校時代非実施・受験期間非実施群 56 (25.7%) 

高校時代非実施・受験期間実施群 2(66.7%) 

ぷ仁〉コ、呈ロt 125(37.5%) 

うち 70.7%が大学入学後にも運動を継続して

いたのに対し、大学受験期間に運動を停止して

いた者で大学入学後に再開したものは 55.1%

であった。

IV 考察

1. 各期間における運動量の変化

運動不参加群 運動停止群 A口、量ロ二r
19(23.2%) 5(6.1%) 82 (100%) 

130(36.7%) 29(8.2%) 354(100%) 

280(72.4%) 18(4.7%) 387(100%) 

7(58.3%) 1 (8.3%) 12 (100%) 

436 (52.2%) 53 (6.3%) 835 (100%) 

χ2=128.2， p<O.OOl 

運動不参加群 運動停止群 合計

12(18.8%) 5 (7.8%) 64 (100%) 

96(36.9%) 25 (9.6%) 260(100%) 

128(75.7%) 8 (4.7%) 169(100%) 

6 (66.7%) 1 (11.1%) 9 (100%) 

242 (48.2%) 39 (7.8%) 502(100%) 

χ2=90.7， p<O.OOl 

運動不参加群 運動停止群 合計

7(38.9%) 0(0%) 18 (100%) 

34(36.2%) 4(4.3%) 94(100%) 

152 (69.7%) 10 (4.6%) 218(100%) 

1 (33.3%) 0(0%) 3 (100%) 

194(58.3%) 14(4.2%) 333 (100%) 

χ2=38.9， p<O.OOl 

が少なくなると考えられる。また、大学入学後

の運動実施時間が高校時代の運動実施時間にま

で戻らない理由には、何か運動以外のことに割

く時聞が増大するためではないかと推測でき

る。このように、他にやりたいことややらなげ

ればならない状況がある場合、運動実施時聞が

減少することが予想できる。そしてこれは、大

学受験期間や大学入学後の大学生のライフスタ

各期間の運動実施群(高校時代実施群、受験

期間実施群、運動継続群)の 1週間あたりの運

動実施時間をみてみると、高校時代が一番多く、

次いで大学入学後、大学受験期間が一番少ない

のがわかる。これは、全期間実施群における各

期間の 1週間あたりの運動実施時間の平均値の

差にも表れている(図 1)。

ザイルがより社会人に近くなるという傾向や高校

生と大学生の聞に運動の質の変化があるのでは

ないかという新たな疑問を生み出した。

これらの結果から、大学受験期聞には受験勉

強に費やす時間が多くなるため運動に割く時間

-345 

一方でー、全期間実施群においても大学受験期

間に運動実施時聞が減少することに着目する

と、少ない運動実施時間でも定期的な運動を実

施していれば、運動をその後も継続したり、後

に運動実施時聞が再び増加する可能'性が高いと

いうことが考えられる。これは、身体活動を開



また今回の調査より、大学受験期間には多く

の者が運動を実施していなかったということが

明らかになった。この結果より、大学受験とい

うものは、定期的な運動習慣を阻害するバリア

のひとつであると考えられる。このような大学

受験というバリアが存在しでも定期的な運動を

実施できる者には、高いセルフェアィカシーや

運動への態度などの他の要因が運動習慣形成に

働いているのではないかと考えられる。この点

を明らかにすることも次の課題である。

高校時代実施群の多くの者に大学受験期間の

運動習慣停止という逆戻り現象が起きているこ

とは注目すべき点である。また、大学入学後も

そのまま運動を再開しない者がいるということ

にも注目すべきである。これらの結果より大学

受験が、身体活動に従事する割合が高校生より

も大学生で低くなるということに影響を与えて

いるのではないかと考えられる。

健康からみた望ましい運動習慣を考えた場

合、大学受験期聞に運動習慣が停止してしまう

ことは好ましいことではない。運動には身体的

な効果はもちろん、精神的な効果も期待できる。

受験勉強で疲れた時に、軽い運動を行うことに

よりリフレッシュ効果や積極的休養による疲労

回復などが期待できるであろう。運動実施時間

や強度は必要以上に高くなくともよく、定期的

に実施することが、その時の健康にも、後の運

動習慣や健康状態にもよい影響を及ぽすと考え

始させたり、維持させたりする場合、無理に膨

大な運動実施時間を要求しなくても運動を定期

的に実施していれば、運動習慣形成や維持に効

果があるということを示唆している。

高校生期の運動習慣が大学入学後の運動習

慣に与える影響

高校生期から大学入学後の運動習慣の変化を

模式的に表し、表 5と表 7の結果をまとめると P

図2のようになる。これらの結果より、高校時

代に運動を実施していた者のほうが高い割合で

大学受験期間も運動を実施していたことがわか

る。そして、大学受験期間に運動を実施してい

た者のほうが高い割合で現在も運動を実施して

いることがわかる。また、高校生期の運動習慣

で4群に分け、それぞれの群から大学入学後に

運動を実施している者の割合を模式的に表し、

表 8の結果をまとめたものが図 3である。この

結果から、高校時代に運動を実施していた者で

も大学受験期間に運動を実施していた者のほう

が実施していなかった者よりも、大学入学後に

運動を実施する割合が 15.6ポイントも高いと

いうことが示された。これは、大学受験期間の

運動習慣が、高校時代の運動習慣が大学時代へ

と継続する際に重要な意味を持っていることを

示唆している。そして、大学受験期聞が身体活

動増進のための重要な介入ポイントである可能

性を示唆している。

2. 

j
j
」

(大学入学後)

運
動
継
続
群

高校生期の運動習慣別、運動継続群への変

化の割合

(高校時代] [受験期間)

(重量Eiii亘唾到語???41

-璽言。iijj唖唾空自信護
団璽TEifi匝璽空白;誰??ifg

!J空亙ZE直属雪tJ摂gj
図3

-346 

各期間における運動習慣の変化

(高校時代)

図2



られる。

V まとめ

以上、本研究では高校時代や大学受験期間の

運動習慣が大学入学後の運動習慣に影響を与え

るのかを調査した。その結果、高校時代・大学

受験期間・大学入学後の運動習慣には関連があ

るということが示された。特に、大学受験期間

に運動習慣がある者はあまりいないが、実施し

ていた者は大学入学後も運動を継続していく可

能性が高いことが示された。これらの結果は、高

校生期の運動習慣が大学入学後の運動習慣を予

測する可能性があるということを示唆してお

り、過去の運動習慣が大学生の運動習慣に影響

を与えるという仮説を支持するものであった。

これは、生涯を通した身体活動の基礎を築くた

めに、高校時代や大学受験期間に定期的な運動

習慣を勧める一つの理由となろう。

本調査の結果は、生涯を通した運動習慣形成

のための介入をする場合に活用することができ

る。例えば、高校生時代に運動習慣を実施して

いる者に対しては、大学受験期聞に運動習慣が

停止してしまわぬよう、運動の質の変化を考慮

して運動量が少なくても定期的に運動を実施す

ることが健康や勉強のためになるということを

勧めるとよいであろう。また、高校時代や大学

受験期間に運動習慣のない者に対しては、運動

量が少なくても定期的に運動を実施することが

健康や勉強のためになるということや運動のや

り方などを勧めるとよいであろう。

また、高校生期の運動習慣が大学入学後の運

動習慣と関連があるとすると、その前の段階の

小学生期や中学生期の運動習慣も関連があると

考えられる。これらの時期は、基本的生活習慣

を身に付げたり、運動への好き嫌いなどの態度

が形成される時期でもある。小学校、中学校、高

等学校、大学と運動習慣が形成されていく過程

を明らかにすることは、生涯を通しての効果的

な身体活動増進のための行動変容プログラム開

発を行う際、介入ポイントを決めるうえでの有

力な情報となろう。

1. 
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3. 

4. 
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6. 
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The Impact of Exercise Habit in High School Period and 

University Examination Period on Exercise Habit 

in University Students 

Satoshi MORIT A and Hideyuki TOBE 

The purpose of this study is to examine the' e妊ectof exercise habit in high school period and 
..‘ university examination period on exercise habit in university. A questionnaire survey was 

executed for the 835 university students (19.3土0.9yrs) . The questionnaire included exercise 

habits in high school period， university examination period and university， and the questionnaire 

also included a time of exercise per week (min) of each period. 

The exercise habit in high school period influenced that in university examination period 

(x2 test，ρ< 0.001). In the students who had exercise habit in high school period， 18.8% of 

students maintained exercise habit in the university examination period. However， only 3% of 

the students who had no exercise habit in high school period had exercise habit in university 

examination period. The exercise habit in university examination period influenced that in 

university (x2 test，ρ< 0.001) • In the students who had exercise habit in high school period and 

university examination period， 70.7% of students maintained exercise habit in university. 

However， only 55.1% of the students who stopped exercise habit in university examination 

period restarted exercise habit in university. It suggests that the exercise habit in university 

examination period is important to maintain the exercise habit in high school period until 

university. 
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